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あるある話 「あっ危ない！」 ヒヤリ ハット

子どもは突発的に予想外のことをすることがあります。お散歩中にいきなり何かを見つけて走り

だしたり、目を離した隙に階段を上ってしまったり・・・。家の中にも思わぬ危険が潜んでいます。

机に置いておいたハサミをさわってみたり、落ちているボタンを口に入れようとしたり・・・。

「〇〇は熱い」「ケガをする」「のどにつまる」など、目からの情報だけでその危険性に気付けな

い年頃は、手や口がセンサーとなって「硬さ・柔らかさ」「熱さ・冷たさ」などを確かめています。

★本日のお題 想像力で危険を予測、事前に回避！

子どもは好奇心のかたまりです。親がスマホを見ている時も、家事をしている時も、じっとして

いません。一瞬目を離したすきに大けが・・・ということもあります。日頃から子どもの様子を観

察し、想像力をフルに働かせましょう。危険を予測し、子どもの行動の先回りをすることが危険回

避につながります。ふだんの生活の中で、今一度確認をしてみてください。
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近くに危ない物があったら、移動できる物は手の届かない場所へ、倒れそうな物は固定する。

机の上、バッグの中など、興味を示すような物の中に危ない物が無いか、こまめに確認する。

危ない
！ 熱い！ 飲んだら大変！

落ちるかも！

やけどするよ！

子どもの目線に立ってみると身の回りには危険がいっぱい！
上の方に置く


